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請願名

請願第１号 
街灯設置に関する請願書

請願第２号 
牛潟福祉館建築に関する
請願書 陳情名

陳情第３号
コロナ禍による厳しい財政
状況に対処し地方税財源の
充実を求める意見書の提出
について（依頼）

請願
内容

　牛潟町集落から高山稲荷
神社に通じる県道高山稲荷
神社線には、街灯が設置さ
れていない。安全確保のた
め、街灯の設置を求める。

　牛潟地区の車力高齢者コ
ミュニティセンターは老朽
化によりトイレの故障やカ
ビの発生により利用に支障
をきたしているため、新た
に牛潟福祉館の建築を求め
る。

陳情
内容

　新型コロナウイルス感染症
のまん延により、来年度にお
いても厳しい財政運営を余儀
なくされるものと予想される
中、地方自治体は環境問題な
ど新たな財政需要にも対応し
なければならないため、地方
税財源の充実確保を求める。

請願者 地縁団体　牛潟町内会
会長　小山内　竹一

地縁団体　牛潟町内会
会長　小山内　竹一 陳情者 全国市議会議長会　

会長　清水　富雄

委員会
の意見
・結果

（総務常任委員会付託）
　現地確認の結果、他地区
と比較し、緊急性が低いと
判断して不採択とする。し
かし、カーブや交差点など
事故の発生が懸念される箇
所への街灯設置について、
市から所管する県に対して
要望するよう求める。

（教育民生常任委員会付託）
　現地確認や利用状況など
を鑑み、緊急性が低いと判
断して不採択とする。しか
し、継続して施設を使用で
きるように修繕等で対応す
るよう市に求める。

委員会
の意見
・結果

（総務常任委員会付託）
　来年度においても厳しい
財政運営が予想され、社会
保障関係経費など、将来に
向け

※
増
ぞうすう

嵩する財政需要に
見合う財源が求められるた
め、これを採択し、意見書
案を本会議に提出する。

提出された請願・陳情は以下のようになりました

議員発議

委員会発議

　地方自治体ではコロナ禍への対応はもとより、地域の防災・減災、雇用の確保、地球温暖化
対策などの喫緊の課題に迫られているほか、医療介護、子育てをはじめとした社会保障関係経
費や公共施設の老朽化対策費など将来に向け

※
増
ぞうすう

嵩する財政需要に見合う財源が求められる。そ
の財源確保のため、令和４年度地方税制改正に向け、地方一般財源総額の十分な確保など強く
国に要望する。

意見書案は全会一致で可決され、議長名で内閣総理大臣、衆議院議長、参議院議長ほか関係省庁

へ送付しました。

※ 増
ぞうすう

嵩 … 金額などが増加すること

　木造高等学校は文武両道を掲げ、大学進学、公務員の就職などに成果を収め、西北地区の中
学生に高い人気を誇っているが、県立高等学校教育改革推進計画第２期実施計画案では木造高
等学校の学級数を削減する方針を示している。学級数の削減は学校全体の活動の衰退にもつな
がるため、現状の学級数を維持するよう県および県教育委員会、県議会に要望する。

意見書案は全会一致で可決され、議長名で県および県教育委員会、県議会に意見書を提出しました。

発議第３号

発議第４号

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書案

青森県立木造高等学校の学級数維持を求める意見書案

県および県教育委員会、県議会へ要望

議会改革特別委員会

木造高校学級数減見直しを

議会のICT化に向けタブレット端末の操作研修
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議会に対し、青森県立木造高等学校の学級数維持を要望しました。
要望に対し、和

わ じ ま
嶋延

のぶとし
寿県教育長は、「子どもたちが減っている状況

を踏まえながら学校の維持を考えなければならない。地区懇談会に
おいては丁寧な説明をして理解を得られるよう努力していく」と回
答しました。また、三

みつはし
橋一

か ず み
三県議会議長からは、「地区懇談会では

丁寧に議論する必要があり、県教育委員会はしっかり地域の声を聴
かなければならない。今回の計画案については多くの議員が疑問を
持っているため、活発な議論が行われると思っている。その経緯を
見ながら議会として対応していく」と回答がありました。

　木造高校の学級数減は地域全体の問題でもあるため、市議会とし
て今後の動向に注視しながら積極的に取り組んでまいります。

　これまで、議会におけるタブレット端末導入について費用対効果の検証や導入済み議会の視
察を実施し、協議・検討してきた。今回、自治体 No.1 のシェアを誇るペーパーレス議会シス
テム「SideBooks」を開発した東京インタープレイ株式会社によるタブレット端末・議会シ
ステムの操作説明をリモートで受けたほか、タブレット端末の機種や通信方式、画面のサイズ
など機能性についても説明を受けた。

　

　これらの説明を受けた後、議会側と理事者側を含めたタブレット端末導入に向け、機種など
を選定した。今後、新年度の予算要求するほか、タブレット端末の運用規定の整備や完全ペー
パーレス化の時期についても協議していく計画である。

◎   SideBooks は PDF の閲覧アプリで、クラウド本棚は議会・
会議資料を共有でき、ペーパーレス議会を可能とするほか、
過去資料の検索が短時間でできる。

◎ 導入自治体の 90％以上が簡単に操作できる iPad を採用。

◎   通信事業者として、導入自治体の 65％が通信範囲の安定性
とサポートの手厚い株式会社 NTT ドコモを採用。

要望書を渡す野呂議長

学級維持を訴えました

要望書手交
左から三橋県議長、野呂市議長

来年度からの機器導入
に向けて話し合いました

９月22日

10月12日


